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【手続補正書】
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【手続補正１】
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【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ベミシア（Ｂｅｍｉｓｉａ）および／またはアザミウマの被害に対して中程度に抵抗性
を有し、前記抵抗性が標準的抵抗性アッセイにおいて評価され得る、栽培されたカプシク
ム・アンナム（Ｃａｐｓｉｃｕｍ　ａｎｎｕｕｍ）植物。
【請求項２】
　ベミシア属の被害に対して中程度に抵抗性を有し、前記抵抗性が標準的な抵抗性アッセ
イで評価されることができ、そして同一の環境条件下において統計的に有意な程度に同一
のアッセイで評価されるとき、受入番号ＮＣＩＭＢ４１４２８で寄託されている代表的な
種子である株０６１Ｍ４３８７のカプシクム・アンナム植物を用いて得られるスコアから
、３スケール以下逸脱している抵抗性スコアが得られる、請求項１に記載の栽培されたカ
プシクム・アンナム植物。
【請求項３】
　アザミウマの被害に対して中程度に抵抗性を有し、前記抵抗性が標準的な抵抗性アッセ
イにおいて評価されることができ、そして同一の環境条件下において、統計的に有意な程
度に同一のアッセイで評価されるとき、受入番号ＮＣＩＭＢ４１４２８で寄託されている
代表的な種子である株０６１Ｍ４３８７のカプシクム・アンナム植物を用いて得られるス
コアから、２スケール以下逸脱した抵抗性スコアが得られる、請求項１に記載の栽培され
たカプシクム・アンナム植物。
【請求項４】
　ベミシア抵抗性に寄与し、第３番染色体上に位置する、少なくとも一つの「ＱＴＬ」を
含むゲノムを含む、請求項１または２に記載の栽培されたカプシクム・アンナム植物。
【請求項５】
　ベミシア抵抗性に寄与し、第５番染色体上に位置する、少なくとも一つの「ＱＴＬ」を
含むゲノムを含む、請求項１または２に記載の栽培されたカプシクム・アンナム植物。
【請求項６】
　ベミシア抵抗性に寄与し、第３番および第５番染色体上の各々に位置する量的形質遺伝



(2) JP 2010-526529 A5 2010.9.16

子座（「ＱＴＬ」）を含むゲノムを含む、請求項４に記載の栽培されたカプシクム・アン
ナム植物。
【請求項７】
　アザミウマ抵抗性に寄与し、第５番染色体上に位置する、少なくとも一つの「ＱＴＬ」
を含むゲノムを含む、請求項１または３に記載の栽培されたカプシクム・アンナム植物。
【請求項８】
　ベミシアおよびアザミウマ抵抗性に寄与する量的形質遺伝子座（「ＱＴＬ」）を含むゲ
ノムを含み、前記ベミシア抵抗性に寄与するＱＴＬが、第３番および／または第５番染色
体上の各々に位置し、そして前記アザミウマ抵抗性に寄与するＱＴＬが、第５番染色体上
に位置する、請求項１～７のいずれか一項に記載の栽培されたカプシクム・アンナム植物
。
【請求項９】
　前記ＱＴＬが、第３番および／または第５番染色体上に位置し、そして受入番号ＮＣＩ
ＭＢ４１４２８で寄託されている代表的な種子である株０６１Ｍ４３８７の遺伝的背景を
有するドナー植物から、または前記ＱＴＬを含むその子孫もしくは先祖から得られる、請
求項１～８のいずれか一項に記載の栽培されたカプシクム・アンナム植物。
【請求項１０】
　ベミシア抵抗性に寄与する少なくとも１つの量的形質遺伝子座（「ＱＴＬ」）を含むゲ
ノムを含み、前記ＱＴＬが、受入番号ＮＣＩＭＢ４１４２８で寄託されている代表的な種
子である株０６１Ｍ４３８７の遺伝的背景を有するドナー植物から、または前記ＱＴＬを
含むその子孫もしくは先祖から得られ、前記ドナー植物におけるＱＴＬが、少なくとも１
つのマーカー遺伝子座と遺伝的に連鎖され、前記マーカー遺伝子座は第３番染色体上に存
在し、そして前記ベミシア抵抗性形質と共に分離され、そして一つのＰＣＲオリゴヌクレ
オチドプライマー、または配列番号１の順方向プライマーおよび配列番号２の逆方向プラ
イマーによって表される、マーカー遺伝子座１を同定するプライマー対１；配列番号３の
順方向プライマーおよび配列番号４の逆方向プライマーによって表される、マーカー遺伝
子座２を同定するプライマー対２；配列番号５の順方向プライマーおよび配列番号６の逆
方向プライマーによって表される、マーカー遺伝子座３を同定するプライマー対３；配列
番号７の順方向プライマーおよび配列番号８の逆方向プライマーによって表される、マー
カー遺伝子座４を同定するプライマー対４；配列番号９の順方向プライマーおよび配列番
号１０の逆方向プライマーによって表される、マーカー遺伝子座５を同定するプライマー
対５；ならびに配列番号１１の順方向プライマーおよび配列番号１２の逆方向プライマー
によって表される、マーカー遺伝子座６を同定するプライマー対６の群から選択される一
対のＰＣＲオリゴヌクレオチドプライマーによって同定され得る、請求項４～６のいずれ
か一項に記載の栽培されたカプシクム・アンナム植物。
【請求項１１】
　ベミシア抵抗性に寄与する少なくとも１つの量的形質遺伝子座（「ＱＴＬ」）を含むゲ
ノムを含み、前記ＱＴＬが、受入番号ＮＣＩＭＢ４１４２８で寄託されている代表的な種
子である株０６１Ｍ４３８７の遺伝的背景を有するドナー植物から、または前記ＱＴＬを
含むその子孫もしくは先祖から得られ、前記ドナー植物におけるＱＴＬが、少なくとも１
つのマーカー遺伝子座と遺伝的に連鎖され、前記マーカー遺伝子座は、第５番染色体上に
存在し、そして前記ベミシア抵抗性形質と共に分離され、そして一つのＰＣＲオリゴヌク
レオチドプライマー、または配列番号１３の順方向プライマーおよび配列番号１４の逆方
向プライマーによって表される、マーカー遺伝子座７を同定するプライマー対７；配列番
号１５の順方向プライマーおよび配列番号１６の逆方向プライマーによって表される、マ
ーカー遺伝子座８を同定するプライマー対８；配列番号１７の順方向プライマーおよび配
列番号１８の逆方向プライマーによって表される、マーカー遺伝子座９を同定するプライ
マー対９；配列番号１９の順方向プライマーおよび配列番号２０の逆方向プライマーによ
って表される、マーカー遺伝子座１０を同定するプライマー対１０；配列番号２１の順方
向プライマーおよび配列番号２２の逆方向プライマーによって表される、マーカー遺伝子
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座１１を同定するプライマー対１１；配列番号２３の順方向プライマーおよび配列番号２
４の逆方向プライマーによって表される、マーカー遺伝子座１２を同定するプライマー対
１２；ならびに配列番号２５の順方向プライマーおよび配列番号２６の逆方向プライマー
によって表される、マーカー遺伝子座１３を同定するプライマー対１３の群から選択され
る一対のＰＣＲオリゴヌクレオチドプライマーによって同定され得る、請求項４～６およ
び１０のいずれか一項に記載の栽培されたカプシクム・アンナム植物。
【請求項１２】
　ベミシア抵抗性に寄与する少なくとも２つの量的形質遺伝子座（「ＱＴＬ」）を含むゲ
ノムを含み、前記ＱＴＬが、受入番号ＮＣＩＭＢ４１４２８で寄託されている代表的な種
子である株０６１Ｍ４３８７の遺伝的背景を有するドナー植物から、または前記ＱＴＬを
含むその子孫もしくは先祖から得られ、第一の前記ＱＴＬは、ドナー植物中の第３番染色
体上に位置し、そして少なくとも１つのマーカー遺伝子座と遺伝的に連鎖され、前記マー
カー遺伝子座は第３番染色体上に存在し、そして前記ベミシア抵抗性形質と共に分離され
、そして一つのＰＣＲオリゴヌクレオチドプライマー、または配列番号１～１２で示され
る一対のＰＣＲオリゴヌクレオチドプライマー１～６によって同定されることができ、そ
して第二の前記ＱＴＬは、ドナー植物中の第５番染色体上に位置し、および少なくとも１
つのマーカー遺伝子座と遺伝的に連鎖され、前記マーカー遺伝子座は、第５番染色体上に
存在し、そして前記ベミシア抵抗性形質と共に分離され、そして配列番号１３～２６で示
されるプライマー対７～１３の群から選択される一対のＰＣＲオリゴヌクレオチドプライ
マーによって同定されることができる、請求項６に記載の栽培されたカプシクム・アンナ
ム植物。
【請求項１３】
　アザミウマ抵抗性に寄与する少なくとも１つの量的形質遺伝子座（「ＱＴＬ」）を含む
ゲノムを含み、前記ＱＴＬが、受入番号ＮＣＩＭＢ４１４２８で寄託されている代表的な
種子である株０６１Ｍ４３８７の遺伝的背景を有するドナー植物から、または前記ＱＴＬ
を含むその子孫もしくは先祖から得られ、前記ドナー植物中のＱＴＬは、少なくとも１つ
のマーカー遺伝子座と遺伝的に連鎖され、前記マーカー遺伝子座は第５番染色体上に存在
し、そしてアザミウマ抵抗性形質と共に分離され、そして一つのＰＣＲオリゴヌクレオチ
ドプライマー、または配列番号１３の順方向プライマーおよび配列番号１４の逆方向プラ
イマーによって表される、マーカー遺伝子座７を同定するプライマー対７；配列番号１５
の順方向プライマーおよび配列番号１６の逆方向プライマーによって表される、マーカー
遺伝子座８を同定するプライマー対８；配列番号１７の順方向プライマーおよび配列番号
１８の逆方向プライマーによって表される、マーカー遺伝子座９を同定するプライマー対
９；配列番号１９の順方向プライマーおよび配列番号２０の逆方向プライマーによって表
される、マーカー遺伝子座１０を同定するプライマー対１０；配列番号２１の順方向プラ
イマーおよび配列番号２２の逆方向プライマーによって表される、マーカー遺伝子座１１
を同定するプライマー対１１；配列番号２３の順方向プライマーおよび配列番号２４の逆
方向プライマーによって表される、マーカー遺伝子座１２を同定するプライマー対１２；
ならびに配列番号２５の順方向プライマーおよび配列番号２６の逆方向プライマーによっ
て表される、マーカー遺伝子座１３を同定するプライマー対１３の群から選択される一対
のＰＣＲオリゴヌクレオチドプライマーによって同定され得る、請求項７または８に記載
の栽培されたカプシクム・アンナム植物。
【請求項１４】
　ベミシアおよびアザミウマの被害に対して抵抗性を有し、ベミシア抵抗性に寄与する少
なくとも１つの量的形質遺伝子座（「ＱＴＬ」）、およびアザミウマ抵抗性に寄与する少
なくとも１つの量的形質遺伝子座（「ＱＴＬ」）を含むゲノムを含み、前記ＱＴＬが、受
入番号ＮＣＩＭＢ４１４２８で寄託されている代表的な種子である株０６１Ｍ４３８７の
遺伝的背景を有するドナー植物から、または前記ＱＴＬを含むその子孫もしくは先祖から
得られ、
ａ）ベミシア抵抗性を制御する前記ＱＴＬは、前記ドナー植物において、
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i．少なくとも１つのマーカー遺伝子座と遺伝的に連鎖され、前記マーカー遺伝子座は、
第３番染色体上に存在し、そして前記ベミシア抵抗性形質と共に分離され、そして一つの
ＰＣＲオリゴヌクレオチドプライマー、または配列番号１の順方向プライマーおよび配列
番号２の逆方向プライマーによって表される、マーカー遺伝子座１を同定するプライマー
対１；配列番号３の順方向プライマーおよび配列番号４の逆方向プライマーによって表さ
れる、マーカー遺伝子座２を同定するプライマー対２；配列番号５の順方向プライマーお
よび配列番号６の逆方向プライマーによって表される、マーカー遺伝子座３を同定するプ
ライマー対３；配列番号７の順方向プライマーおよび配列番号８の逆方向プライマーによ
って表される、マーカー遺伝子座４を同定するプライマー対４；配列番号９の順方向プラ
イマーおよび配列番号１０の逆方向プライマーによって表される、マーカー遺伝子座５を
同定するプライマー対５；ならびに配列番号１１の順方向プライマーおよび配列番号１２
の逆方向プライマーによって表される、マーカー遺伝子座６を同定するプライマー対６の
群から選択される一対のＰＣＲオリゴヌクレオチドプライマーによって同定されることが
でき；および／または、
ii．少なくとも１つのマーカー遺伝子座と遺伝的に連鎖され、前記マーカー遺伝子座は、
第５番染色体上に存在し、そして前記アザミウマ抵抗性形質と共に分離され、そして一つ
のＰＣＲオリゴヌクレオチドプライマー、または配列番号１３の順方向プライマーおよび
配列番号１４の逆方向プライマーによって表される、マーカー遺伝子座７を同定するプラ
イマー対７；配列番号１５の順方向プライマーおよび配列番号１６の逆方向プライマーに
よって表される、マーカー遺伝子座８を同定するプライマー対８；配列番号１７の順方向
プライマーおよび配列番号１８の逆方向プライマーによって表される、マーカー遺伝子座
９を同定するプライマー対９；配列番号１９の順方向プライマーおよび配列番号２０の逆
方向プライマーによって表される、マーカー遺伝子座１０を同定するプライマー対１０；
配列番号２１の順方向プライマーおよび配列番号２２の逆方向プライマーによって表され
る、マーカー遺伝子座１１を同定するプライマー対１１；配列番号２３の順方向プライマ
ーおよび配列番号２４の逆方向プライマーによって表される、マーカー遺伝子座１２を同
定するプライマー対１２；ならびに配列番号２５の順方向プライマーおよび配列番号２６
の逆方向プライマーによって表される、マーカー遺伝子座１３を同定するプライマー対１
３の群から選択される、一対のＰＣＲオリゴヌクレオチドプライマーによって同定される
ことができ；そして
ｂ）アザミウマ抵抗性を制御する前記ＱＴＬは、少なくとも１つのマーカー遺伝子座と遺
伝的に連鎖され、前記マーカー遺伝子座は、第５番染色体上に存在し、そして前記アザミ
ウマ抵抗性形質と共に分離され、そして一つのＰＣＲオリゴヌクレオチドプライマー、ま
たは配列番号１３の順方向プライマーおよび配列番号１４の逆方向プライマーによって表
される、マーカー遺伝子座７を同定するプライマー対７；配列番号１５の順方向プライマ
ーおよび配列番号１６の逆方向プライマーによって表される、マーカー遺伝子座８を同定
するプライマー対８；配列番号１７の順方向プライマーおよび配列番号１８の逆方向プラ
イマーによって表される、マーカー遺伝子座９を同定するプライマー対９；配列番号１９
の順方向プライマーおよび配列番号２０の逆方向プライマーによって表される、マーカー
遺伝子座１０を同定するプライマー対１０；配列番号２１の順方向プライマーおよび配列
番号２２の逆方向プライマーによって表される、マーカー遺伝子座１１を同定するプライ
マー対１１；配列番号２３の順方向プライマーおよび配列番号２４の逆方向プライマーに
よって表される、マーカー遺伝子座１２を同定するプライマー対１２；ならびに配列番号
２５の順方向プライマーおよび配列番号２６の逆方向プライマーによって表される、マー
カー遺伝子座１３を同定するプライマー対１３の群から選択される、一対のＰＣＲオリゴ
ヌクレオチドプライマーによって同定されることができる、請求項８に記載の栽培された
カプシクム・アンナム植物。
【請求項１５】
　プライマー対１～６を表す順方向および逆方向プライマーが、配列番号１～１２で示さ
れるヌクレオチド配列と少なくとも９０％同一であるヌクレオチド配列を示す、請求項１



(5) JP 2010-526529 A5 2010.9.16

０、１２および１４のいずれか一項に記載の栽培されたカプシクム・アンナム植物。
【請求項１６】
　プライマー対７～１３を表す順方向および逆方向プライマーが、配列番号１３～２６で
示されるヌクレオチド配列と少なくとも９０％同一であるヌクレオチド配列を示す、請求
項１１～１４のいずれか一項に記載の栽培されたカプシクム・アンナム植物。
【請求項１７】
　ベミシアに対する抵抗性に関連する、前記量的形質遺伝子座（「ＱＴＬ」）おける対立
遺伝子を含み、前記対立遺伝子が、前記ＱＴＬと連鎖した少なくとも一つの前記マーカー
遺伝子座における、少なくとも一つのマーカー対立遺伝子によって定義され、前記マーカ
ー対立遺伝子が、各々のオリゴヌクレオチドプライマーまたはプライマー対のＰＣＲ増幅
産物によって特徴付けられる、請求項１０～１２および１４のいずれか一項に記載の栽培
されたカプシクム・アンナム植物。
【請求項１８】
　アザミウマ抵抗性に関連する、前記量的形質遺伝子座（「ＱＴＬ」）における対立遺伝
子を含み、前記対立遺伝子が、前記ＱＴＬと連鎖した少なくとも一つの前記マーカー遺伝
子座における、少なくとも１つのマーカー対立遺伝子によって定義され、前記マーカー対
立遺伝子が、各々のオリゴヌクレオチドプライマーまたはプライマー対のＰＣＲ増幅産物
によって特徴付けられる、請求項１３または１４に記載の栽培されたカプシクム・アンナ
ム植物。
【請求項１９】
　ベミシアに対する抵抗性に関与する、前記量的形質遺伝子座（「ＱＴＬ」）における対
立遺伝子を含み、前記対立遺伝子が、少なくとも１つのマーカー遺伝子座と遺伝的に連鎖
され、そして前記対立遺伝子が、前記ＱＴＬと連鎖した少なくとも１つの前記マーカー遺
伝子座における、少なくとも一つのマーカー対立遺伝子によって定義され、前記マーカー
対立遺伝子は、配列番号１～１２の順方向および逆方向プライマーによって表されるプラ
イマー対１～６の群から選択されるオリゴヌクレオチドプライマー対のＰＣＲ増幅産物に
よって特徴付けられ、前記増幅産物は、前記プライマー対１～６から得られる同一のプラ
イマーを用いたＰＣＲ反応において、近交系０６１Ｍ４３８７（ＮＣＩＭＢ４１４２８）
から得られる増幅産物に相当する、請求項１７に記載の植物。
【請求項２０】
　ベミシアに対する抵抗性に関与する、前記量的形質遺伝子座（「ＱＴＬ」）における対
立遺伝子を含み、前記対立遺伝子が、少なくとも１つのマーカー遺伝子座と遺伝的に連鎖
され、そして前記対立遺伝子が、前記ＱＴＬと連鎖した少なくとも１つの前記マーカー遺
伝子座における、少なくとも一つのマーカー対立遺伝子によって定義され、前記マーカー
対立遺伝子は、配列番号１３～２６の順方向および逆方向プライマーによって表されるプ
ライマー対７～１３の群から選択されるオリゴヌクレオチドプライマー対のＰＣＲ増幅産
物によって特徴付けられ、前記増幅産物は、前記プライマー対７～１３から得られる同一
のプライマーを用いたＰＣＲ反応において、近交系０６１Ｍ４３８７（ＮＣＩＭＢ４１４
２８）から得られる増幅産物に相当する、請求項１７に記載の植物。
【請求項２１】
　アザミウマ抵抗性に関与する、前記量的形質遺伝子座（「ＱＴＬ」）における対立遺伝
子を含み、前記対立遺伝子が、少なくとも１つのマーカー遺伝子座と遺伝的に連鎖され、
そして前記対立遺伝子が、前記ＱＴＬと連鎖した少なくとも１つの前記マーカー遺伝子座
における、少なくとも一つのマーカー対立遺伝子によって定義され、前記マーカー対立遺
伝子は、配列番号１３～２６の順方向および逆方向プライマーによって表されるプライマ
ー対７～１３の群から選択されるオリゴヌクレオチドプライマー対のＰＣＲ増幅産物によ
って特徴付けられ、前記増幅産物は、前記プライマー対７～１３から得られる同一のプラ
イマーを用いたＰＣＲ反応において、近交系０６１Ｍ４３８７（ＮＣＩＭＢ４１４２８）
から得られる増幅産物に相当する、請求項１８に記載の植物。
【請求項２２】



(6) JP 2010-526529 A5 2010.9.16

　ｃ遺伝子座またはｐｕｎ１対立遺伝子に関してホモ接合型である、請求項１～２１のい
ずれか一項に記載の植物。
【請求項２３】
　標準的な手法に従って栽培される時、成熟時において２ｇ超であり、または１ｃｍより
も長く、および０．５ｃｍ超の直径を有する果実を生産する、請求項１～２２のいずれか
一項に記載の植物。
【請求項２４】
　アマトウガラシ植物、ピーマン、大きい矩形状のトウガラシ、円錐形状のトウガラシ、
長い円錐形状のトウガラシ、または塊状のトウガラシである、請求項１～２３のいずれか
一項に記載の植物。
【請求項２５】
　成熟した果実が常緑色、黄色、橙色、アイボリー色、または赤色である、請求項２３ま
たは２４に記載の植物。
【請求項２６】
　近交系、二ゲノム性半数体または雑種である、請求項１～２５のいずれか一項に記載の
植物。
【請求項２７】
　雄性不稔である、請求項１～２６のいずれか一項に記載の植物。
【請求項２８】
　ベミシアに対する抵抗性に関与する前記対立遺伝子または複数の前記対立遺伝子が、受
入番号ＮＣＩＭＢ４１４２８で寄託されている代表的な種子である株０６１Ｍ４３８７か
ら、または前記好適な対立遺伝子を含むその子孫もしくは先祖から得られる、請求項１～
２７のいずれか一項に記載の植物。
【請求項２９】
　アザミウマに対する抵抗性に関与する前記対立遺伝子が、受入番号ＮＣＩＭＢ４１４２
８で寄託されている代表的な種子である株０６１Ｍ４３８７から、または前記好適な対立
遺伝子を含むその子孫もしくは先祖から得られる、請求項１～２８のいずれか一項に記載
の植物。
【請求項３０】
　請求項１～２９のいずれか一項に記載の植物の種子。
【請求項３１】
　請求項１～３０のいずれか一項に記載の植物から得られる植物材料。
【請求項３２】
　請求項１～３１のいずれか一項に記載の植物の、植物の部分。
【請求項３３】
　請求項１～３２のいずれか一項に記載の植物の果実。
【請求項３４】
　ベミシアに対する抵抗性に寄与する量的形質遺伝子座（「ＱＴＬ」）において、ベミシ
アに対する抵抗性に関与する少なくとも一つの対立遺伝子を、前記対立遺伝子を欠如して
いるカプシクム・アンナム植物へ導入するための方法であって、以下のステップ：
ａ）請求項１～２９、請求項３１および３２のいずれか一項に記載の、第一のカプシクム
・アンナム植物を獲得し、
ｂ）前記第一のカプシクム・アンナム植物を、前記核酸を欠如している第二のカプシクム
・アンナム植物と交配し；ならびに
ｃ）ベミシアに対する抵抗性の増加を示し、および前記ベミシア抵抗性と共に分離する少
なくとも一つのマーカー対立遺伝子を含む、前記交配から生じる植物を同定すること
を含む、前記方法。
【請求項３５】
　前記ベミシア抵抗性と共に分離する、前記少なくとも一つのマーカー対立遺伝子が、
ａ）一つのオリゴヌクレオチドプライマー、または配列番号１～１２の順方向および逆方
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向プライマーの組み合わせから生じるプライマー対を含む、配列番号１～１２の順方向お
よび逆方向プライマーによって表されるプライマー対１～６の群から選択されるプライマ
ー対；またはベミシア抵抗性形質と統計的に相関のある、第３番染色体上のマーカー遺伝
子座を同定する任意の他のプライマーもしくはプライマー対のＰＣＲ増幅産物によって；
あるいは、および／または
ｂ）配列番号１３～２６の順方向および逆方向プライマーの組み合わせから生じるプライ
マー対を含む、配列番号１３～２６の順方向および逆方向プライマーによって表されるプ
ライマー対７～１３の群から選択されるオリゴヌクレオチドプライマー対；またはベミシ
ア抵抗性形質と統計的に相関のある、第５番染色体上のマーカー遺伝子座を同定する任意
の他のプライマーもしくはプライマー対のＰＣＲ増幅産物によって特徴付けられる、請求
項３４に記載の方法。
【請求項３６】
　アザミウマに対する抵抗性に寄与する量的形質遺伝子座（「ＱＴＬ」）における、少な
くとも一つの対立遺伝子を、前記対立遺伝子を欠如しているカプシクム・アンナム植物へ
導入するための方法であって、以下のステップ：
ａ）第一のカプシクム属の植物を獲得し、
ｂ）前記第一のカプシクム属の植物を、前記核酸を欠如している第二のカプシクム・アン
ナム植物と交配し；ならびに
ｃ）アザミウマに対する抵抗性の増加を示し、および前記アザミウマ抵抗性と共に分離す
る少なくとも一つのマーカー対立遺伝子を含む、前記交配から生じる植物を同定すること
を含む、前記方法。
【請求項３７】
　前記アザミウマ抵抗性と共に分離する、前記少なくとも一つのマーカー対立遺伝子が、
一つのオリゴヌクレオチドプライマー、または配列番号１３～２６の順方向および逆方向
プライマーの組み合わせから生じるプライマー対を含む、配列番号１３～２６の順方向お
よび逆方向プライマーによって表されるプライマー対７～１３の群から選択されるプライ
マー対、またはアザミウマ抵抗性形質と統計的に相関のある、第５番染色体上のマーカー
遺伝子座を同定する任意の他のプライマーもしくはプライマー対のＰＣＲ増幅産物によっ
て特徴付けられる、請求項３６に記載の方法。
【請求項３８】
　ベミシアに対する抵抗性に寄与する量的形質遺伝子座（「ＱＴＬ」）における少なくと
も一つの第一の対立遺伝子、およびアザミウマに対する抵抗性に寄与する量的形質遺伝子
座（「ＱＴＬ」）における少なくとも一つの第二の対立遺伝子を、前記対立遺伝子を欠如
しているカプシクム・アンナム植物へ導入するための方法であって、以下のステップ：
ａ）第一のカプシクム属の植物を獲得し、
ｂ）前記第一のカプシクム属の植物を、前記核酸を欠如している第二のカプシクム・アン
ナム植物と交配し；ならびに
ｃ）ベミシアおよびアザミウマに対する抵抗性の増加を示し、ならびに前記ベミシアおよ
びアザミウマ抵抗性と共に分離する少なくとも２つのマーカー対立遺伝子を含む、前記交
配から生じる植物を同定すること
を含む、前記方法。
【請求項３９】
　ａ）前記ベミシア抵抗性と共に分離する少なくとも１つのマーカー対立遺伝子が、
i．一つのオリゴヌクレオチドプライマー、または配列番号１～１２の順方向および逆方
向プライマーの組み合わせから生じるプライマー対を含む、配列番号１～１２の順方向お
よび逆方向プライマーによって表されるプライマー対１～６の群から選択されるプライマ
ー対；またはベミシア抵抗性形質と統計的に相関のある、第３番染色体上のマーカー遺伝
子座を同定する任意の他のプライマーもしくはプライマー対のＰＣＲ増幅産物によって；
および／または、
ii．一つのオリゴヌクレオチドプライマー、または配列番号１３～２６の順方向および逆
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方向プライマーの組み合わせから生じるプライマー対を含む、配列番号１３～２６の順方
向および逆方向プライマーによって表されるプライマー対７～１３の群から選択されるプ
ライマー対；またはベミシア抵抗性形質と統計的に相関のある、第５番染色体上のマーカ
ー遺伝子座を同定する任意の他のプライマーもしくはプライマー対のＰＣＲ増幅産物によ
って特徴付けられ；そして、
ｂ）前記アザミウマ抵抗性と共に分離する少なくとも一つのマーカー対立遺伝子が、一つ
のオリゴヌクレオチドプライマー、または配列番号１３～２６の順方向および逆方向プラ
イマーの組み合わせから生じるプライマー対を含む、配列番号１３～２６の順方向および
逆方向プライマーによって表されるプライマー対７～１３の群から選択されるプライマー
対、またはアザミウマ抵抗性形質と統計的に相関のある、第５番染色体上のマーカー遺伝
子座を同定する任意の他のプライマーもしくはプライマー対のＰＣＲ増幅産物によって特
徴付けられる、請求項３８に記載の方法。
【請求項４０】
　前記マーカー対立遺伝子が組み換えられ、したがって前記子孫の植物のゲノム中にもは
や存在しない、請求項３５、３７、および３９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項４１】
　ステップｃ）において同定されるカプシクム・アンナム植物を選択することをさらに含
む、請求項３４～４０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項４２】
　前記第一のカプシクム・アンナム植物が、受入番号ＮＣＩＭＢ４１４２８で寄託されて
いる代表的な種子である株０６１Ｍ４３８７株０６１Ｍ４３８７のＱＴＬにおいて遺伝的
構造を有する植物であるか、またはその子孫である、請求項１～４１のいずれか一項に記
載の方法。
【請求項４３】
　前記第一のカプシクム・アンナム植物が、受入番号ＮＣＩＭＢ４１４２８で寄託されて
いる代表的な種子である株０６１Ｍ４３８７株０６１Ｍ４３８７の植物であるか、または
その子孫である、請求項１～４２のいずれか一項に記載の方法。
【請求項４４】
　前記好ましい対立遺伝子を欠如するカプシクム・アンナム植物において、ベミシアに対
する抵抗性を付与するための、受入番号ＮＣＩＭＢ４１４２８で寄託されている代表的な
種子である株０６１Ｍ４３８７株０６１Ｍ４３８７から得られる、ベミシア抵抗性に関与
する対立遺伝子の使用。
【請求項４５】
　前記好ましい対立遺伝子を欠如するカプシクム・アンナム植物において、アザミウマに
対する抵抗性を付与するための、受入番号ＮＣＩＭＢ４１４２８で寄託されている代表的
な種子である株０６１Ｍ４３８７株０６１Ｍ４３８７から得られる、アザミウマ抵抗性に
関与する対立遺伝子の使用。
【請求項４６】
　請求項３４、３５および３８～４０のいずれか一項に記載の方法によって得られる、ベ
ミシアに対して抵抗性を有するカプシクム・アンナム植物。
【請求項４７】
　請求項３６～４０のいずれか一項に記載の方法によって得られる、アザミウマに対して
抵抗性を有するカプシクム・アンナム植物。
【請求項４８】
　請求項３８～４０のいずれか一項に記載の方法によって得られる、ベミシアに対して、
およびアザミウマに対して抵抗性を有するカプシクム・アンナム植物。
【請求項４９】
　以下のステップ：
ａ）請求項１～４８のいずれか一項に記載の植物を栽培し；
ｂ）前記植物に果実を実らせ；および
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ｃ）前記植物の果実を収穫すること
を含む、トウガラシの果実を生産する方法。
【請求項５０】
　以下のステップ：
ａ）請求項１～４９のいずれか一項に記載のカプシクム・アンナム植物を栽培し；
ｂ）前記植物の果実を収穫し；および
ｃ）前記果実から種子を採取すること
を含む、トウガラシの種子を生産する方法。
【請求項５１】
　ベミシアに対する抵抗性を示すトウガラシ植物を生産する方法であって、前記植物が、
第３番染色体に位置する、ベミシア抵抗性に寄与する量的形質遺伝子座（「ＱＴＬ」）に
おいて、ベミシアに対する抵抗性に関与する対立遺伝子を含み、以下のステップ：
ａ）ベミシアに対する感受性を有するレシピエントのトウガラシ植物、またはベシミアの
被害に対する抵抗性を付与するＱＴＬ対立遺伝子を含まない植物を提供し；
ｂ）第３番染色体上および／または第５番染色体上にある抵抗性ＱＴＬ対立遺伝子の存在
により、ベミシアの被害に対して抵抗性を示すドナーのトウガラシ植物を提供し；
ｃ）好ましいＱＴＬ対立遺伝子の存在に関して分離する子孫の植物を生産するために、レ
シピエントとドナー植物とを交配し；
ｄ）第３番染色体および／または第５番染色体上のＱＴＬの領域における組み換えに関し
て、前記子孫の植物のゲノムをスクリーニングすること
を含む、前記方法。
【請求項５２】
　アザミウマに対する抵抗性を示すトウガラシ植物を生産する方法であって、前記植物が
、第５番染色体に位置する、アザミウマ抵抗性に寄与する量的形質遺伝子座（「ＱＴＬ」
）において、アザミウマに対する抵抗性に関与する対立遺伝子を含み、以下のステップ：
ａ）アザミウマに対する感受性を有するレシピエントのトウガラシ植物、またはアザミウ
マの被害に対する抵抗性を付与するＱＴＬ対立遺伝子を含まない植物を提供し；
ｂ）第５番染色体上にある抵抗性ＱＴＬ対立遺伝子の存在により、アザミウマの被害に対
して抵抗性を示すドナーのトウガラシ植物を提供し；
ｃ）好ましいＱＴＬ対立遺伝子の存在に関して分離する子孫の植物を生産するために、レ
シピエントとドナー植物とを交配し；
ｄ）第５番染色体上のＱＴＬの領域における組み換えに関して、前記子孫の植物のゲノム
をスクリーニングすること
を含む、前記方法。
【請求項５３】
　第３番染色体上に位置する、ベミシア抵抗性に寄与する量的形質遺伝子座（「ＱＴＬ」
）において、ベミシアに対する抵抗性に関与する対立遺伝子を、ならびに第５番染色体上
に位置する、アザミウマ抵抗性に寄与する量的形質遺伝子座（「ＱＴＬ」）において、ア
ザミウマに対する抵抗性に関与する対立遺伝子を含み；それぞれの前記ＱＴＬが、受入番
号ＮＣＩＭＢ４１４２８で寄託されている代表的な種子である、カプシクム・アンナムの
株０６１Ｍ４３８７由来の、あるいは前記ＱＴＬを含むその子孫または先祖由来である、
ベミシアおよびアザミウマに対して抵抗性を示すトウガラシ植物を生産する方法であって
；以下のステップ：
ａ）ベミシアおよび／またはアザミウマに対する感受性を有するレシピエントのトウガラ
シ植物、またはベシミアおよびアザミウマの被害に対する抵抗性を付与するＱＴＬ対立遺
伝子を含まない植物を提供し；
ｂ）第３番染色体上および第５番染色体上のそれぞれに存在する抵抗性ＱＴＬ対立遺伝子
の存在により、ベミシアおよびアザミウマの被害に対する抵抗性を示すドナーのトウガラ
シ植物を提供し；
ｃ）好ましいＱＴＬ対立遺伝子の存在に関して分離する子孫の植物を生産するために、前
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記レシピエントと前記ドナー植物とを交配し；
ｄ）第３番染色体および／または第５番染色体上の前記ＱＴＬの領域における組み換えに
関して、前記子孫の植物のゲノムをスクリーニングすること
を含む、前記方法。
【請求項５４】
　前記ゲノムのスクリーニングが、第３番染色体および／または第５番染色体のそれぞれ
と遺伝的に連鎖した分子マーカーを使用して行われる、請求項５１～５３のいずれか一項
に記載の方法。
【請求項５５】
　前記ゲノムのスクリーニングが、一つのＰＣＲオリゴヌクレオチドプライマー、または
配列番号１～１２の順方向および逆方向プライマーによって表されるプライマー対１～６
の群から選択される一対のＰＣＲオリゴヌクレオチドプライマー；またはベミシア抵抗性
形質と統計的に相関のある、第３番染色体上のマーカー遺伝子座を同定する任意の他のプ
ライマーもしくはプライマー対のＰＣＲ増幅産物によって特徴付けられる、少なくとも一
つのマーカーと遺伝的に連鎖した分子マーカーを使用して行われる、請求項５１または５
３に記載の方法。
【請求項５６】
　前記ゲノムのスクリーニングが、一つのＰＣＲオリゴヌクレオチドプライマー、または
配列番号１３～２６の順方向および逆方向プライマーによって表されるプライマー対７～
１３の群から選択される一対のＰＣＲオリゴヌクレオチドプライマー；またはアザミウマ
および／またはベミシア抵抗性形質と統計的に相関のある、第５番染色体上のマーカー遺
伝子座を同定する任意の他のプライマーもしくはプライマー対のＰＣＲ増幅産物によって
特徴付けられる少なくとも一つのマーカーと遺伝的に連鎖した分子マーカーを使用して行
われる、請求項５１または５３に記載の方法。
【請求項５７】
　前記ＱＴＬにおいて、ベミシアに対する抵抗性をなお付与する減少したゲノム断片を含
む子孫の植物であって、前記ドナー植物におけるＱＴＬと連鎖した少なくとも一つのマー
カー遺伝子座において、一つのＰＣＲオリゴヌクレオチドプライマー、または配列番号１
～１２の順方向および逆方向プライマーによって示されるプライマー対１～６の群から選
択されるオリゴヌクレオチドプライマー対のＰＣＲ増幅産物によって特徴付けられる、少
なくとも一つのマーカー対立遺伝子との連鎖が断たれている、前記植物が同定および選択
される、請求項５１～５３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５８】
　前記ＱＴＬにおいて、アザミウマに対する抵抗性をなお付与する減少したゲノム断片を
含む子孫の植物であって、前記ドナー植物におけるＱＴＬと連鎖した少なくとも一つのマ
ーカー遺伝子座において、一つのＰＣＲオリゴヌクレオチドプライマー、または配列番号
１３～２６の順方向および逆方向プライマーによって示されるプライマー対７～１３の群
から選択されるオリゴヌクレオチドプライマー対のＰＣＲ増幅産物によって特徴付けられ
る、少なくとも一つのマーカー対立遺伝子との連鎖が断たれている、前記植物が同定およ
び選択される、請求項５１～５３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５９】
　前記ＱＴＬにおいて、ベミシアおよび／またはアザミウマに対する抵抗性をなお付与す
る減少したゲノム断片を含む子孫の植物であって、全てのマーカー対立遺伝子との連鎖が
断たれている前記植物が同定および選択される、請求項５７または５８に記載の方法。
【請求項６０】
　前記ＱＴＬにおいてベミシアおよび／またはアザミウマに対する抵抗性をなお付与する
ゲノム断片を含む植物が、マーカー型スクリーニングによって、または抵抗性アッセイを
行なうことによって、または両方の組み合わせによって同定される、請求項５１～５９の
いずれか一項に記載の方法。
【請求項６１】
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　前記子孫の植物が、前記ステップｃ）における交配から得られるＦ１植物の自家受粉に
よって、または前記交配から得られるＦ１植物を別のトウガラシ植物と交配することによ
って生産される分離集団の植物である、請求項１～６０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６２】
　カプシクム・アンナム植物における、ベミシア抵抗性に寄与する量的形質遺伝子座（「
ＱＴＬ」）を同定する方法であって、
ａ）一つのＰＣＲオリゴヌクレオチドプライマー、または配列番号１の順方向プライマー
および配列番号２の逆方向プライマーによって表される、マーカー遺伝子座１を同定する
プライマー対１；配列番号３の順方向プライマーおよび配列番号４の逆方向プライマーに
よって表される、マーカー遺伝子座２を同定するプライマー対２；配列番号５の順方向プ
ライマーおよび配列番号６の逆方向プライマーによって表される、マーカー遺伝子座３を
同定するプライマー対３；配列番号７の順方向プライマーおよび配列番号８の逆方向プラ
イマーによって表される、マーカー遺伝子座４を同定するプライマー対４；配列番号９の
順方向プライマーおよび配列番号１０の逆方向プライマーによって表される、マーカー遺
伝子座５を同定するプライマー対５；ならびに配列番号１１の順方向プライマーおよび配
列番号１２の逆方向プライマーによって表される、マーカー遺伝子座６を同定するプライ
マー対６の群から選択される一対のＰＣＲオリゴヌクレオチドプライマー；またはベミシ
ア抵抗性形質と統計的に相関のある、第３番染色体上のマーカー遺伝子座を同定する任意
の他のプライマーもしくはプライマー対；および／または、
ｂ）一つのＰＣＲオリゴヌクレオチドプライマー、または配列番号１３の順方向プライマ
ーおよび配列番号１４の逆方向プライマーによって表される、マーカー遺伝子座７を同定
するプライマー対７；配列番号１５の順方向プライマーおよび配列番号１６の逆方向プラ
イマーによって表される、マーカー遺伝子座８を同定するプライマー対８；配列番号１７
の順方向プライマーおよび配列番号１８の逆方向プライマーによって表される、マーカー
遺伝子座９を同定するプライマー対９；配列番号１９の順方向プライマーおよび配列番号
２０の逆方向プライマーによって表される、マーカー遺伝子座１０を同定するプライマー
対１０；配列番号２１の順方向プライマーおよび配列番号２２の逆方向プライマーによっ
て表される、マーカー遺伝子座１１を同定するプライマー対１１；配列番号２３の順方向
プライマーおよび配列番号２４の逆方向プライマーによって表される、マーカー遺伝子座
１２を同定するプライマー対１２；ならびに配列番号２５の順方向プライマーおよび配列
番号２６の逆方向プライマーによって表される、マーカー遺伝子座１３を同定するプライ
マー対１３の群から選択される一対のＰＣＲオリゴヌクレオチドプライマー；あるいはベ
ミシア抵抗性形質と統計的に相関のある、第５番染色体上のマーカー遺伝子座を同定する
任意の他のプライマーまたはプライマー対
をＰＣＲ反応において使用することを含む、前記方法。
【請求項６３】
　カプシクム・アンナム植物における、アザミウマ抵抗性に寄与する量的形質遺伝子座（
「ＱＴＬ」）を同定する方法であって、一つのＰＣＲオリゴヌクレオチドプライマー、ま
たは配列番号１３の順方向プライマーおよび配列番号１４の逆方向プライマーによって表
される、マーカー遺伝子座７を同定するプライマー対７；配列番号１５の順方向プライマ
ーおよび配列番号１６の逆方向プライマーによって表される、マーカー遺伝子座８を同定
するプライマー対８；配列番号１７の順方向プライマーおよび配列番号１８の逆方向プラ
イマーによって表される、マーカー遺伝子座９を同定するプライマー対９；配列番号１９
の順方向プライマーおよび配列番号２０の逆方向プライマーによって表される、マーカー
遺伝子座１０を同定するプライマー対１０；配列番号２１の順方向プライマーおよび配列
番号２２の逆方向プライマーによって表される、マーカー遺伝子座１１を同定するプライ
マー対１１；配列番号２３の順方向プライマーおよび配列番号２４の逆方向プライマーに
よって表される、マーカー遺伝子座１２を同定するプライマー対１２；ならびに配列番号
２５の順方向プライマーおよび配列番号２６の逆方向プライマーによって表される、マー
カー遺伝子座１３を同定するプライマー対１３の群から選択される一対のＰＣＲオリゴヌ
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クレオチドプライマー、またはアザミウマ抵抗性形質と統計的に相関のある、第５番染色
体上のマーカー遺伝子座を同定する任意の他のプライマーもしくはプライマー対をＰＣＲ
反応において使用することを含む、前記方法。
【請求項６４】
　第３番染色体上に位置し、ベミシア抵抗性に寄与する少なくとも一つのＱＴＬを含むゲ
ノムを含む、栽培されたカプシクム・アンナム植物であって、前記少なくとも一つのＱＴ
Ｌが、連鎖不平衡にある、および／または前記ＱＴＬ領域と連鎖している、および／また
は前記ＱＴＬ領域に位置する分子マーカーによって、ならびに前記ＱＴＬに内在する実在
の原因変異を示し、したがって、表現型形質と統計的相関を示すマーカーによって同定さ
れることができ、そして前記マーカーが配列番号１～１２で開示されたようなオリゴヌク
レオチドプライマーを使用することで作製され得る、前記植物。
【請求項６５】
　第３番および第５番染色体上に位置し、ベミシア抵抗性に寄与する少なくとも２つのＱ
ＴＬを含むゲノムを含む、栽培されたカプシクム・アンナム植物であって、前記少なくと
も２つのＱＴＬが、連鎖不平衡にある、および／または前記ＱＴＬ領域と連鎖している、
および／または前記ＱＴＬ領域に位置する分子マーカーによって、ならびに前記ＱＴＬに
内在する実在の原因変異を示し、したがって、表現型形質と統計的相関を示すマーカーに
よって同定されることができ、そして前記マーカーが配列番号１～１２および配列番号１
３～２６のそれぞれで開示されたようなオリゴヌクレオチドプライマーを使用することで
作製され得る、前記植物。
【請求項６６】
　第５番染色体上に位置し、アザミウマ抵抗性に寄与する少なくとも１つのＱＴＬを含む
ゲノムを含む、栽培されたカプシクム・アンナム植物であって、前記少なくとも一つのＱ
ＴＬが、連鎖不平衡にある、および／または前記ＱＴＬ領域と連鎖している、および／ま
たは前記ＱＴＬ領域に位置する分子マーカーによって、ならびに前記ＱＴＬに内在する実
在の原因変異を示し、したがって、表現型形質と統計的相関を示すマーカーによって同定
されることができ、そしてマーカーが配列番号１３～２６で開示されたようなオリゴヌク
レオチドプライマーを使用することで作製され得る、前記植物。
【請求項６７】
　第３番および第５番染色体上に位置し、ベミシアおよびアザミウマ抵抗性に寄与する少
なくとも２つのＱＴＬを含むゲノムを含む、栽培されたカプシクム・アンナム植物であっ
て、そして前記少なくとも２つのＱＴＬが、連鎖不平衡にある、および／または前記ＱＴ
Ｌ領域と連鎖している、および／または前記ＱＴＬ領域に位置する分子マーカーによって
、ならびに前記ＱＴＬに内在する実在の原因変異を示し、したがって、表現型形質と統計
的相関を示すマーカーによって同定されることができ、そして前記マーカーが配列番号１
～１２および配列番号１３～２６のそれぞれで開示されたようなオリゴヌクレオチドプラ
イマーを使用することで作製され得る、前記植物。
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